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資料提供 :愛 東地区民生委員児童委 員会高齢者部会
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～ 愛東地区まちづくり協議会 ～
★☆★平成 25年度各部会・ プロジェク トの体制★★★

愛東地区まちづ くり協議会の各部会等で活動 している本年度の代表者が、次の とお り決定 し

たので紹介 します。

広 報 部 会 長     福永 久嗣     イベ ン トサポー トP代 表  植 田 久米治

防 災 部 会 長     川瀬 重明     ちょこっ とバス P代 表   伊藤 新之右

自治まちづ くり部会長  吉岡 登     若者 のまちづ くりP代表  奥村 清和

地域ふれあい活動部会長 山本 忠浩     福 祉 P代 表     川副 きよ子

愛のまち交流 P代表   植 田 茂太郎

新部会長及びプロジェク ト代表並びに部会員の皆様 には、何か とお世話 にな りますが、よろ

しくお願 い します。        (*Pは プ ロジェク トの略 )

東近江市総合防災訓l練

10/27(日 )午前6時 30分～9時 30分
主会場 お くのの運動公園 (青 山町)  第 2会場 :愛 東北小学校体育館 (百 済寺本町 )

内 容 ヘ リコプターによる救出訓練/救 命講習/周 辺住民の避難訓練

消防団による火災防御訓練/周 辺住民の避難訓練が行われ る予定です。

総 合防 災訓練で「ぬかくどJを展示 します !(主会場 )

愛 東lLえ まちづ くり協議会では、訓練 参湖 者の

みな さんに災害に よる避 難生 lFを 考 えるきつかけ
作 りとして 「ぬか くどJを 展示 します。
「ぬか くどJは l mJ利 20年 ～30年 ごろに農本Jを 中
心に Il及 していた もので、槻般 を燃 料に した、だ
るまス トープのよ う/1も ので、lJバ ケツ l llく の判
殻 を燃 14に 30分 で 3升 を 1/1釜 で炊 き「iげ る優れ も
のです。

そのほかに も煮炊 き t)の に l・l・ 用でき、 l・ 房 に 1)

使 え、組み立て式で llt扱 が簡 単です。
めず ら しさ、映か しさと併せ て、 坊災を 考える

機会に して くだ さ0ヽ .

今 月 の お 買 い 得 券
必ず割引券を切り取つてご持参ください

‖∝Ю円以上の方に

アイランドカード
2,000円 分のポイント

静り囃1日働
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まち協は地元の商店を応援します !【広告募集中 !】



平成

コミュニティセンターは年末年始書臓いて■館 しています。

25年 6月 8日

「お しつけJに なって しまいま

す。そ うはなっていませんか。

◎ 「育てるJを ローマ宇で表す

と 「SODATERU」 にな

りますが、「SJを とると「○

DATERUJ(お だてる)に

な ります。育てるには、ほめ

ることが人事です。

◎ 夫婦円満の五 ヵ条です。

1、 二人が同時に怒 らない

2、 火事以外にわめかない

3、 過去の古傷に■、れない

4、   日一回は互いにほめる

5、 朝夕のあい さつを しっか り

交わす

◎  「愛Jと い う字は 「りLヽ Jを 受 け

る とい うことを表 していると思

う。

あいさつ運動で こちらか らあい

さつを掛 けてもあい さつが返 つ

て こない時があるが、その時に

グチ らない。

こちらが、あい さつを してい る

ことに意味があるのです。

言葉の前に 「おJを つけること

によつて敬語にな ります。 で も
「しつけJに 「おJを つけると

平 成 25年 7月 1日

講 師  フ リー ライ ター 高 島出身

山本 健治 さんのお話 か ら

「衣食足 りてネL節 を知 るJと い うの

が、甘か らの格言。しか し、衣食が足

りた現在、「衣食 7mLり て礼節 を忘れ るJ

になっていないか。
「しつけJや 「道徳 Jを 学校で教える

ことを制度化 しようとしているが

甘 演で聞いた

◎

◎

とても良いお話を

紹介させていただきます
「しつ けJ「 道徳 Jを 学校 に期待

す るのは もつてのほか。家庭 でや

らな くて誰 がや るの ?

◎朝 食 を食べず に学校 に来 る子 が

2害1も い る とい う。食糧 不足で朝

食や昼食 も満 足 に食べ られ ない

時代 もあ ったが、生活 の乱れ か ら

ら朝食 を抜 きに登校 させ るのは

もつてのほか。

私 の家 は貧 しか った。

しか し母 は 「や つて よい こ

と、や つて わ るい こ とを こ

う教 えて くれ た ,

「人 がや つて t)あ か ん こ と

は悪 い こ と。 人 がせ ん で モ)

や らな あか ん こ とは 良 い こ

と。 母 は 、 学校 は 出ず とも

偉 か った。

青少年育成市民会議総会

講 師 前聖徳 中学校校長

辰 巳 三喜 男 さんのお 話か ら

山本講師のお話では、二宮
金次郎の像 も 「歩 きなが ら

本を読むのは危ないJか ら
とい うT■ 由で、 どん どん少
な くなっているとか。そん
な社会風潮を どう考えた ら
い 0ヽ ので しょうか。(愛 東北
小の像は171在 で した。)

句リト歌短

よ

名

―

・
百
絡
寺

ネ

町

椎
工

峙

若
衆

が
祭

を
配

る
大
鼓

か
な

源
流

の
鈴
鹿
拝

せ
り
若

井
汲

む

借

り
物

の
顔

と
着
物
や
七

五
三

ど

の
山
も

琵
琶
湖

見
え
け

り
茸
採

り

盆

三

日
大

き
な
顔

で
里
帰

り

二供
振

火
や
義
義

に
刺
さ

れ

て
声
も
出
ず

廃

屋

の
淋

し
き
露
地
や

野
水
仙

（以
上
朝
日
新
聞
滋
賀
俳
壇
人
選
）

信
長

の
焼
き

し
山
寺
木

下
闇

（朝
日
俳
壇
入
選
）

番
鴛
喬

古
き
ダ

ム
湖

の
絵

と
な

り
ぬ

（平
成
ニ
ト
四
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
会
入
選
）

親
鸞

を
求

め

て
我

は
入
学
す

学
長

よ
り
も
年
齢

が
老

け

お
り

歌
詠

め
と
師

に
言
わ
れ

て
や

五
十
年

や

っ
と
人
生
終
わ

る

こ
ろ
詠

む

陰

に
な

る
陰

が
あ

る

の
で
御
陰
様

人
間

万
事
塞
翁

が
馬

（
以
上
朝
日
新
聞
滋
賀
歌
壇
入
選
）

老

人

に
な

っ
て
何

も
趣

味

の
無

い

こ
と

に
気

が

つ
き
、
俳
句
を
始

め
ま

し
た
。
昨
年

の
五
月

に
投

句

し

て

一
年

間

の
入

選
句

で

す
。師

匠

の
い
な

い
作
句
な

の
で
、
ど
う

か
お

尊

き
く
だ

さ

い

5



情
け
な
い

´

薦
hπ

裏
狐

′

ほ
盤
〓
二
丸
彙
よ
り

平
成

二
十
四
年
度
　
″弔

二
十
六
号

新
聞
掲
載
目
に
つ
く

中
戸
町
　
奥
村
美
智
子

早

い
も

の
で
定
年
退
職

し
て
四
年
。

老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
、
ほ
が
ら
か
学

級

に
縁

あ

っ
て
毎

月
楽

し
み

に
参

加

さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
職
員

の
皆
様

方

に

は

い

つ
も
笑
顔

で
出
迎

え

て
も

ら

つ
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
度

も
心
に
残
る
お
話
、
形

で
残
る
花
、
体

で
体
験
、
日
に
残
る
県
外
研
修
、
ど
れ

も

い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

新
間
を
読
ん
で
い
る
と
、
七
卜
歳

の

四
人

の
会
話
が
日
に
留
ま
り
ま
し
た
。

Ａ
　
歯
が
悪
く
な
り
、
美
味

し
く
食

べ
ら
れ
な

い
。

Ｂ
　

目
が
悪
く
な
り
、
眼
鏡
代
が
工

万
か
ら
十

万
か
か
る
。

足
が
痛

く
、

人
前

で
イ

ス
に
座

っ
た

り
足
を
出
さ

な

く

て
は
な

ら
な

い
。

耳
が
聞

こ
え
な

く
な

り
、　
一
対

は

い
い
け
ど
、

何

人

か
が
話

し

て

い
る
と
聞

こ
え

に
く

い
。

こ
の
会
話
を
見
て
い
る
と
、
十
年

も
す
れ
ば
全
部
あ

て
は
ま
る
‥

、

自
分

の
体
は
自
分

で
守
り
、
鍛

え
る
所
は
鍛
え
八
十
歳

で
も
筋

内

は
付
く
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
間
に
合
う
、
頑
張
ら
な

く
て
は
と
思

い
き
や
、

い

つ
も

通
る
側
溝

の
フ
タ
が

一
枚
だ
け

三
セ

ン
チ
程
上
が

つ
て
い
る
の

を
知

っ
て
い
る
の
に
、
お
正
月

過
ぎ
、
足
が
に
が

っ
て
な
く
転

倒
，
恰
好
悪

い
よ
り
骨
折

し
て

い
な

い
か
早
く
起
き
上
が
る
事

に

（笑
）
び

つ
く
り
！
　
数

日

後
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

今
年
は
妙
に
日
に
付
く
、
慌

て
ず
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
、

今
が
最
高
、
今
が
　
番
若

い
、

行
け
る
所
は
参
加

し
楽

し
み
た

い
と
身

に
し
み
て
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

いよいよ暑さ本番の季節とな りま した。
今月は、毎回好評の毎月第三 日曜 日開催の「図書館

わ <わ <サイエンス」の様子と自然の力を味方 につけ

平成 25年 度子どもゆめ基金助成活動

繊ιl機 (原始機)を作 って、古代繊 ιlに HE戦 ′

大むかしの人は、どうやつて布を織ったの?
織り機を作つて、自分だけのオリジナル布を織ろう !

日 時 :8月 10日 (土 )午後 2時～

講 師 :小野操子 さん 仲 山友美 さん (科 学とあそびの会)

定 員 :20名 (要 申込み〉

対 象 :小 学生以上 (保護者の方 も参加 いただけます )

持 ち物 :え んぴつ、はさみ、使 いたい毛糸 (図 書館 でも

用意 します )、 作品をもってかえるら、くろ

: 小学生のみなさんへ               :
: 夏体みの読書を応援する、おすすめ本の紹介リス ト 亀罰しよ

:

:ら'よ うフをご用意しています。すてきな本との出会いがた<さ :
:んありますように 1                    :

お 問 い合 わせ 。お 申込 み は・ ・ ・

愛 東 E]書 倉宮 TE[0749-46-2266 1P0505-801-2266

て暑い夏を 1央 適に過ごせる本をご紹介 します

加

＝

参

無

養護 施設 で生 まれ 育 った  と、育

る 日、謎 の富豪・津 田節子 の別荘 に招

待 され る。条件 をつ けて、里子 にす る

子 どもを探 して い た津 田に は あ る秘

密 が一 中二の夏休 み 、特別 な能 力 を持

つ 二人 の少 女 が、互い の力 を合 わせ謎

に迫 つてい く。
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18名 のフォトギャラリー

墳33同 r6日 ,ロロ僣ヽ

リフ トポータl′大会鯖票
11『 天の 中、13チ ー ムに よる剛1別 対わtソ フ トボー ル

大会が行われ ました 大きな ケガ 1)な く、素「
1テ ら しい

ハ ッスルフ レイが 見 られ ました。

その結 果、優 勝が昨年 にlLき 鯰 江‖「、
'F優

勝 が ド「い

ll円「、第 3イ アヽが llく 川「 と「 山田「 とな りま した 優 ‖券しま

した

“

念i Ⅲ「は 10り 」に 川催 さオlま す ,こ 〕[i:司 Tlく (4ヽ 台 人

会 に愛 束 ltt K代 表 と して ||1場 され る 予定です。

第

６

回
受

の

田
田

い
き

い
き

通
学
合
宿

が

７
月

３
Ｈ

（
水
）
～

６
日

（―‥
）
ま

で

の
３
油

４
同
行

わ

れ
ま

し
た
．
通
学
合
宿

は
地
域

の
性

様

の
支

援

と

ご

協

力

に

ょ

り

開

催

さ

せ

て

い
た

だ

い

て

い

ま
す
。
　

生
懸
命
育

て
て

い
た
だ

い
野
菜
を
提
供

し

て
頂

い
た

―，

生

活

に

必

要

な

も

の
を

提

供

し

て
頂

き

本

当

に
あ

り

が

，
）
う

ご

ざ

い
ま

し
た
，
大
変
助

か
り
ま

し

た
。

ス
タ

ツ
フ
　

同
、
心
よ

り
感

謝

い
た

し
ま
す
．
参
加
者
全
員

が

無

■

に

通
学

合

宿

を

修

ｒ
す

る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
‘
　

部

で
す

が

参

加

考

の
活

動

を

ご

紹

介

さ

せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

与

マ

モヽ

ン
流

両
腕

で
は

つ
き

な

が

ら

ウ

オ
ー

キ

ン
グ

計
演

会

振

り

返

り

見
れ
ば

年
企

族

立
ち

く

ら

み
片

は
■

人
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8 月
●

●

愛東地区の主な行事予定 ●

実 施 日 行 事 名 場 所

1日 (木 )
ベビーママヨガ教室③ 愛東 コ ミュニティセ ンター和室

3日 (土 ) ど じょうつかみ体験 経 田川

8日 (木 )
ベビーママヨガ教室④ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター 和室

10日 (土 ) おばけや しき 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター ホー ル

11日 (日 ) おばけや しき 愛東 コ ミュニテ ィセ ンターホール

21日 (水 ) ほが らか 学級④ 愛 東 コ ミュニテ ィセ ンター 研修 室

21日 (水 ) 写真教室⑤ 愛 東 コ ミュニテ ィセ ンター

22日 (木 )
ベビーママヨガ教室⑤ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター和 室

24日 (土 )
人間学講座② 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター

24日 (土 ) 第 8回 あいとうナイターグラウンドゴルフ大会 お くのの運動公園グラウン ド

28日 (水 ) バラづくり講座② 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター

29日 (木 )
ベビーママヨガ教室⑥最終日 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター 和室

※教室・事業な どが変更になる場合があ ります。詳 しいことはコミュニテ ィセンターヘお尋ね ください.80749-46-2267

露 露 ■

☆編  集  後  記 ☆

タヒ後の t界 は、 体どのよ うになっているの

だろ う。みんな人 ■へ行きたい と思 うのは人1吉

です。そのために多くの人は宗教を信心 し、白

分 は t,サ,ろ ん 先 祖 や 家 族 の み ん な が 人 」

とい う思 いでい ます。

反 tlに タビねば「ЛЦ Jに なる力ヽ ら、タヒ後はノ(J・

地 J訳 な どは無縁 とい う人 もいまJ｀ 千●I的 な根

lV Lを 1)と に、「死オゝ |ボ灰や力Iに なつてソじ素にな

るJと い う考え方です。 しか し、まつた く無に

なるのではな く、「元素は この Lに 残 り、 ∫び
`然 にす「|る Jと い うとい う自然回帰の考えの人

t,あ ります この ような るえ方が近 L貞 ふぇてき

ているそ うです  るえると、私 もその 人なの

ですが、そ うか といつて宗教を信 じないか とい

うとそ うではあ りません。頭 の いをよぎるの

は、タヒ後は父や llに 会 えるのか とfl● I:白勺‖長

J処 には よつた く遠 い ことを r/ぇ て しま うの も

■た現実なのです。

科学 力能の社会 とな /1に つれ、′とヽのよりどこ

ろとしての宗教の役IJを 、今 度 見 白:す 時にき

ているのか t,知 れ ません
, (館 長 )

潟3ユよお 嗚 よ 嗚 灌 轟 ■

健 診 (健康 診査 )や検診 の結果 を

放 置 して いませんか ?

Fl団 で受けていただいた ll・ 診 (ljl」〔診査)や検

診の結果は、順次郵送で返却 され ます .

糸片果が 「異状 な しJだ つた 方は問題 ないのです

が、結果が 1要 精密検査Jや 「要受 診Jだ つた ノブ

は ,∠、ず だ療機 F_5を 受診す るよ うに して くだ さい .

せ つか く受 けてい ただ いて t,結 Лlを 放 置 して

は、全 く意味が あ りませ ん。

● u
ご質ドHの ある方は、あいとう診|`ilり i上 でお 用い合

わせ くだ さい。

☆あいとう診療所 80749-46-8030
1P0505-801-8030


